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学童保育所・クラブ
待機児童ゼロと充実

松原中への義務教育学校
設置で本市の教育拠点へ

有明海沿岸地域のリーディングシティを目指したまちづくり

社会保障関連

経費の増加、

公共施設の維

持改修などの

課題もあり、

厳しい財政状

況が続くと考

えている。

　　　　ゼロ

ベースで全体

を点検するため、庁内連携や

情報共有を行い、厳しい財政

運営であっても必要な施策に

はしっかり予算確保できるよ

う、様々な視点での取組を。

　　夏休み児童預かりモデル

事業の成果と課題は。

　　認定子ども園２か所で事

業を実施したが、いずれも定

員を上回る申込みがあり、夏

休みだけでも預けたいという

ニーズに応えることができた。

また、アンケートを分析し課

題把握と改善策の検討を行う。

　　　　選択の幅の広がりと

目的に合った利用の定着によ

り、潜在的な待機も含めた待

機児童ゼロの実現に向け、事

業の継続・拡大を要望する。

　　産休や育休での利用は。

　　産前産後休暇中は出産予

定月の２か月前から２か月後

まで利用できるが、育児休業

中は利用対象外となっている。

　　　　産休中に利用できる

ことを周知するとともに、育

休中の利用も検討し、職場復

帰する際には、もといた学童

に再度スムーズかつ確実に預

　　市長就任後の４年間をど

う総括し、これからのまちづ

くりにつなげていくのか決意

を聞きたい。

　　令和２年７月豪雨の災害

対応、新型コロナウイルス感

染症対策を最優先で取り組む

とともに、未来を見据えた三

つのまちづくりに取り組んで

きた。企業進出や大型ホテル

誘致、官民連携によるまちな

か再生ビジョン策定など新た

な動きが始まっており、これ

らをさらに発展させ、将来を

担う子供たちが生き生きと仕

事をしながら、安心して生活

できるまちづくりを目指し、

市政の先頭に立ちたい。

　　第７次総合計画が策定さ

れているところだが、５年後、

10 年後の財政運営の見通しは。

　　今後５年間は、財政調整

基金の繰入れをする可能性は

あるものの大きな財源不足に

陥ることはないが、令和９年

度以降は、過疎債が活用でき

ないこと等による公債費の負

担増加を想定。加えて、災害

に強いまちづくりへの経費や

けられる環境を整備されたい。

　　義務教育学校の開校はい

つを目指すのか。

　　具体的な期間は、基本計

画等を策定する中で決まる。

他都市の例では６、７年かか

ると聞いているが、できるだ

け早い設置に向け取り組む。

　　本市では不登校の児童生

徒が増加傾向にある。人員を

配置した校内教育支援センタ

ー※の機能を有すべきでは。

　　その財源確保に向けて

しっかり検討していきたい。

　　松原中学校への夜間中学

と学びの多様化学校の開校準

備や周知等が十分なのか疑問

に思う。教育委員会の見解は。

　　誰一人取り残さないとい

う理念の実現を目指し、夜間

中学校、学びの多様化学校の

開校に向け、着実に取り組み

たい。説明が不足していた点

は深くお詫びし、今後、丁寧

にしっかりと進めていく。

　　　　学びの多様化学校を

設置するなら昼間の学校が必

要。何より新たな不登校を生

まない取組が最優先であるこ

とを念頭に置いて再検討を。

自由民主党市議団

森 竜子　議員

本市が目指す10年後
の都市像に向かって

ツール・ド・九州２０２３の開催

　　選挙の投

票率向上に向け

た対策は。

　　大 型 商 業

施設での期日前

投票所の増設、

各種啓発活動、

出前講座、郵便

投票制度の要件

緩和の要望などに取り組んでいく。

　　様々なトラブルが起きてい

るが、本市の状況は。

　　希望されていない健康保険

証の利用登録を誤って行ったもの

が１件あった。健康保険証、公金

受取口座等のひも付け、諸証明交

付のトラブルは確認されていない。

　誤登録を発生させないよう、支

援マニュアルの遵守を徹底する。

　　　　市長会等を通じ、制度

の延期や撤回の声を上げられたい。

　　ツール・ド・九州2023の開

催に向けた市長の思いは。

　　４年間の市政運営の総括は。

　　災害からの復旧・復興及び

感染症対策に取り組んだ。また、

安心・安全に生活ができ、市内外

の方にとって魅力的なまちづくり

に向けた取組を着実に前進させた。

　　次期市長選挙に出馬すると

のことだが、市政に対する考えは。

　　４年間の取組を発展させ、

子供たちが生き生きと仕事をし、

安心して生活ができるまちをつく

るため、引き続き先頭に立ちたい。

　　本市の課題と今後のまち

づくりへの決意は。

　　排水対策の実施、新たな企

業の誘致、地域経済の活性化、ま

ちなか再生及び子育てしやすい環

境づくりなどの課題について、市

民、事業者及び関係機関の協力を

得ながら積極的に進めていく。

　　　　人口流出を止めるため、

市長からも地元企業に地元での採

用をお願いしてもらいたい。

　　世界で活躍する選手を迎え

られることをうれしく思う。多く

の皆さんとともに、応援をしたい。

　　　　開催を契機として、サ

イクリングロードの整備を。

　　自宅からバス停等までの移

動ができない方をどのように移動

させていくのか。

　　庁内の公共交通のあり方検

討委員会において検討をしていく。

　　ＭａａＳ※の実証実験を行う

が、その効果は。

　　移動手段をつなぐことによ

り快適な移動が可能となる。

　また、官民連携による地域交通

の最適化、イベントの情報配信、

デジタル乗車券及び商業施設との

連携による移動需要などが効果と

して挙げられる。

　　ＪＲ銀水駅のトイレ改修に

対する市長の考えは。

　　銀水校区まちづくり協議会

と中学・高校が一緒に実行委員会

を立ち上げ、募金活動に取り組ん

でいる。地元の熱い思いを受け止

め、整備の検討を進めたい。

　　　　成功に向け、市長や職

員にも御協力をお願いしたい。

民主・護憲クラブ

松尾 哲也　議員

市長の政治姿勢について

ツール・ド・九州2023の開催

地域公共交通の充実

ＪＲ銀水駅
トイレ改修プロジェクト

※ＭａａＳ…バス、鉄道、タクシー、シェアサイクル等の移動手段を最適に組み合わせ、検索、予約、決済を一括で

　　　　　　提供するサービス。

※校内教育支援センター…学校には行けるが自分のクラスには入れないときなどに利用できる、学校内の空き教室等を

　　　　　　　　　　　　活用した部屋。児童生徒のペースに合せた相談対応や学習のサポートを行う。

マイナンバーカードを
めぐる状況

不登校の子どもたちに
学びの選択肢を広げて


